拝啓　
多忙にまぎれ、心ならずご無沙汰しております。○○さんにはお変わりなくお過ごしでしょうか。
私は変わらず会社勤めを続けています。
先日、近所の空き家だった家が売り出され、不動産屋に問い合わせしました。
内見したところ、家内共々大変気に入り、購入しようかと考えました。
ところが、購入に必要な頭金が、貯金と会社からの融資をあわせても、どうしても足りません。
はなはだ申しあげにくいのですが、〇〇万円ご用立ていただけないでしょうか。
ボーナスが入りましたら、一括で返済させていただきます。
勝手なお願いで、誠に申し訳ありませんが、
ご返事をお待ち申し上げます。
敬具
　　令和五年八月二十三日
山田 太郎
鈴木 一郎 様

